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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに    

 変位低減型深層混合処理工法（以下、LODIC 工法という）の効率化を目指した実証実験のうち、2 軸φ

1,600mm（以下、2 軸大径という）の結果について報告する。主な確認事項は、2 軸大径による施工性、大

径施工に伴う周辺変位の抑制効果、羽根切り回数と改良体品質の関係である。 

２．２．２．２．2222 軸大径による軸大径による軸大径による軸大径による施工性施工性施工性施工性    

 2軸大径の実験ケースを表‐1に示す。本実験では貫入長 11.0ｍ（空打長 2.0ｍ、実改良長 9.0ｍ）の改良

体を 2ケース実施した。また、撹拌翼の抵抗増加に伴う貫入速度の低下が考えられたため、貫入時に補助水

を使用し、地盤の流動化を促進することで貫入速度を確保するように計画している。施工においては何れの

ケースも所定の貫入、引抜き速度で実施できたため、施工性については特に問題ないと考えられる。 

３３３３．周辺変位．周辺変位．周辺変位．周辺変位と排土量と排土量と排土量と排土量    

 改良断面と変位計測位置を図‐1、水平変位と排土

率の関係を表‐2 に示す。変位杭は改良体から 5ｍ離

間した位置に設置している。なお、改良体の打設距離

は芯間隔で 10ｍとした。注入量（補助水量＋スラリー

量）に対する排土率は 101～107％であり、注入量に

相当する排土処理が実施できたため、地表面での水平

変位は 1mm程度と測定誤差の範囲であった。 

４４４４．改良体．改良体．改良体．改良体のののの品質品質品質品質    

 一軸圧縮強さ及び補助水量の深度分布を図‐2 に、

土層毎に見た一軸圧縮強さの平均値と変動係数の関係

を表‐3 に示す。ここで、図‐2 の一軸圧縮強さの深

度分布のうち、深度 6～6.5ｍ付近のサンプルが欠乏し

ているのは、何れのケースもスラリーの吐出が所定の

量を確保できなかったため、除外している。また、表

‐3では B層の判定を行っていない。これは、B層に

含まれる礫等の混入割合のばらつきが大きく、強度発

現が著しく高い部分があったためである。 

（１）一軸圧縮強さの深度分布 

①B 層を除いて、何れのケースも深度方向の一軸圧縮

強さは、概ね漸増する傾向にある。 

②As1層、Ac1層において補助水を多く使用している

ケース 4の一軸圧縮強さがケース 5に比べて高い傾向

にある。この傾向は、補助水をほとんど使用していな

い As2層においても同様である。 

表‐1 2 軸大径の実験ケース 

ケース 貫入速度 引抜速度 
貫入時

補助水 
補助水量 

4 0.7 m/分 0.7 m/分 
あり 

143 ℓ/㎥ 

5 0.7 m/分 0.8 m/分 71.5 ℓ/㎥ 
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図‐1 改良断面と変位計測位置 

 

表‐2 水平変位と排土率 

ケース 
注入量 
(m3) 

排土量 
(m3) 

排土率 
(%) 

水平変位 
(mm) 

4 8.69 9.29 107 1 

5 7.98 8.03 101 1 

注）注入量は補助水量とスラリー量の合計値を示す。 
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（２）一軸圧縮強さの平均値と変動係数 

①土層毎に見た一軸圧縮強さは、両ケー

スとも深度方向の層順（As1層＜Ac1層

＜As2層）に高い値を示している。その

平均値は、ケース 4 を 100 とした場合、

ケース 5は 73～97の範囲にある。 

②土層毎の変動係数は、ケース 4で 32.6

～35.4％と安定しているが、ケース 5は

13.7～57.3％とばらついている。ここで、

ケース 5の Ac1層は、図‐2に示した一

軸圧縮強さの深度分布でも分かるように、

Ac1層の中間部分（深度 6～6.5ｍ付近）

が欠乏し、判定に供するサンプル数が少

なかったため、変動係数に大きく影響し

たと考えられる。 

５．５．５．５．羽根切り回数羽根切り回数羽根切り回数羽根切り回数と改良体の品質と改良体の品質と改良体の品質と改良体の品質    

 羽根切り回数の多いケース 4がケース

5 に比べて一軸圧縮強さは大きく、変動

係数も安定した値を示している。 

図‐3 に室内強度 qul と現場強度 quf

の関係を示す。現場室内強度比は As2層

が 1/1を超えており、As1層と Ac1層は

1/2～1/3程度と低いレベルにあるが、深層混合処理工法

としては一般的な比である。ここで、As1層と Ac1層の

現場室内強度比が低いのは、現場強度が補助水の影響に

より抑えられたことが伺える。 

本実験で強度発現や変動係数に与えた主要因は、補助

水の使用と羽根切り回数であり、それらが複合的に影響

していると考えられる。なお、補助水を使用したことに

よって地盤の流動化が促進され、結果的に撹拌効率に寄

与できたとも考えている。 

６６６６．．．．まとめまとめまとめまとめ 

今回、2 軸大径 LODIC の実証実験を行った結果を以

下に示す。 

１）2 軸大径による施工性は、補助水を使用することに

よって問題なく施工できることが確認された。 

２）本実験での大径施工にともなう周辺変位は測定誤差

の範囲にあり、十分な変位低減効果が確認された。 

３）羽根切り回数および補助水の使用は、現場強度や変動係数に影響することが確認された。 

 本実験では一定の成果を得ることができた。その一方で、大径施工に伴う補助水の影響を考慮した室内配

合試験など、従来と異なる品質管理手法を検討する必要があると考えている。 
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図‐2 一軸圧縮強さ及び補助水量の深度分布 

 

表‐3 土層毎に見た一軸圧縮強さの平均値と変動係数 

土層 
平均値（kN/m2） 

強度比 
変動係数（%） 

ケース 4 ケース 5 ケース 4 ケース 5 

As1  813  593 73 34.8 13.7 

Ac1 1615 1564 97 35.4 57.3 

As2 3154 2603 83 32.6 39.6 

羽根切り回数 ケース 4（457回/ｍ）、ケース 5（400回/ｍ） 
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図‐3 室内強度と現場強度の関係 
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